
2020年9月15日 
7～10時 

場所 
〒123ー4567 東京都○○区○○○町1－1 
www.example.com

せたがやのほいく 
けんきゅうかい

2024.07.26.金 15:00-17:00

発達障害の子どもたちを内側から理解する… 
この新しい知見をひっさげて『ニューロマイノリティ』が刊行されました。 
今回はその編者である上町しぜんの国の青山誠先生をお招きして 
出版に至る経緯を内側からお聞かせ頂きます。 

発達障害の新境地を一緒に学びましょう！ 

2024.07.26.金曜日15:00-17:00 
上馬地区会館 第１多目的室 
世田谷区上馬4-10-17 
参加費2,000円 

↓ご参加お申し込み(先着25名)↓ 
https://tayori.com/f/20240726 

せたがやのほいくけんきゅうかい 小嶋泰輔 (さくらしんまち保育園)

『続・せたがやのはったつしょうがい』

https://tayori.com/f/20240726


2020年9月15日 
7～10時 

場所 
〒123ー4567 東京都○○区○○○町1－1 
www.example.com

せたがやのほいく 
けんきゅうかい

2024.06.14.金 09:30-12:30

園長会で『ICT』のお話をしたところ、もっと知りたいという反響を多数戴きました。 
そこでリクエストにお応えして、もう少し突っ込んだお話をする会を設けます。 

ICTを導入するかどうかは別として、 
業務改革、書類改革のヒントになればと思います。 
(ICT活用事例をご紹介頂ける先生もお待ちしています。) 

もしご興味ありましたら、お運び頂ければ幸いです。 

2024.06.14.金曜日09:30-12:30 
さくらしんまち保育園 
世田谷区桜新町2-29-3 
参加費1,000円 

↓ご参加お申し込み(先着12名)↓ 
https://tayori.com/f/20240614 

せたがやのほいくけんきゅうかい 小嶋泰輔 (さくらしんまち保育園)

『せたがやのほいくICT』

盛況終了

https://tayori.com/f/20240614


2020年9月15日 
7～10時 

場所 
〒123ー4567 東京都○○区○○○町1－1 
www.example.com

せたがやのほいく 
けんきゅうかい

2024.05.29.水 16:00-17:30

どこのクラスにもスペシャルニーズの子どもがいるのなら、 
どこのクラスでも対応が必要だということになります。 
つまり特別な配慮はもはや特別なことではないのです。 

それを出発点に環境や活動を考えてみませんか。 

凸凹のある参加者をお待ちしております。(笑) 

2024.05.29.水曜日16:00-17:30 
上馬地区会館 第2会議室 
世田谷区上馬4-10-17 
参加費2,000円 

↓ご参加お申し込み(先着12名)↓ 
https://tayori.com/f/20240529 

せたがやのほいくけんきゅうかい 小嶋泰輔 (さくらしんまち保育園)

『せたがやのはったつしょうがい』

1918

どもたちの関心は周囲 360度縦横無尽。「何か面白いこ
とはないかな」。「これはなんだろう」。そうした子どもの
興味関心をぐっと深めていく、それが保育士の仕事でも

あります。「次は、これ ! その次は、これ !!」と子どもたちを束ねる
ように保育士が率先指導していく保育では、子どもたちは、言われた
まま、言うことを聞く姿勢となってしまいます。
　子どもたちの日頃の育ち（成長発達）、活動の様子を見取りながら、
子どもたちが垣間見せる「これ、面白そう～ !」という気配を察知す
ること。その興味関心をさらに深め、広げていくように保育士は支え
ていきます。そのためには、保育士は常に“保育のポケット”が豊か
になるように努力しています。子どもたちに伝えたら好奇心をもちそ
うな遊び、造形素材（用紙や粘土など）、抱いた疑問を自ら調べられ
るような図鑑などの用意…。と同時に、子どもたちの思いもかけない
質問にも答えられるように、保育士自身も日々学びを重ねています。
　中には、もともと友達同士での遊びがあまり得意ではない子どもも
いるでしょうし、どの子も一人静かに過ごしたい時もあるでしょう。
保育士は、そうした一人ひとりの個性やその時々の様子を見取り、適
切に必要な援助をしていきます。そうしてこそ、子どもたち自身の発
想から生まれる、保育園ならではの「子どもの学び＝教育」が展開さ
れていくのです。

子

えーと…（チャンスだから）
ちょっと偉そうに言っちゃい
ますけど、活動は子どもが
「自発的」にできることが
ポイントなんです

この組は今、
先日の遠足を機に、
「町作り」遊びが
はやってるんですが…

必要そうな素材を用意しておいて、
極力、保育士が口を出さずに遊べる
ようにしているんですよ

自分から
「遊びたい！」と
思える環境作り、
それが保育士一番の
力の見せどころ
なんですね！

そうなんだ…
あれ？
この絵本…

ここは
保育園ね！

くじら組
…5 歳児
ですね？

さっき、湖の周りに家を
作ろうとしてたのは、
この本に刺激されて？

絵本も大事な
学びのツール
ですから～

多種多様な素材　
　　↓

そら
から
みた

まち

保育環境・室内
自発性を育てる工夫をしています6

盛況終了

https://tayori.com/f/20240529


2020年9月15日 
7～10時 

場所 
〒123ー4567 東京都○○区○○○町1－1 
www.example.com

せたがやのほいく 
けんきゅうかい

『だれでもせたがやのほいく』 
～こども誰でも通園制度に備える～

2024.02.22.木 16:00-17:30

誰でも通園制度は第三の波です。 
その是非を問うのは有識者さんにお任せして 
現場としてこの制度をどう受け止めて、 
どう運営に活かせばいいかを考えます。 
ちなみに『せたがやのほいくけんきゅうかい』も 
誰でも参加制度をとっています(笑) 

2024.02.22.木曜日16:00-17:30 
上馬地区会館 第2会議室 
世田谷区上馬4-10-17 
参加費2,000円 

↓ご参加お申し込み(先着12名)↓ 
https://tayori.com/f/20240222 

せたがやのほいくけんきゅうかい 小嶋泰輔 (さくらしんまち保育園)
1514

然環境豊かな場で子どもたちが日常的に思いっきり遊ぶ
機会は、今の時代、なかなか望めないかもしれません。
また、今どきは、保育施設の中には、園庭がなかったり、

あっても十分な広さを確保できない園もあります。それでも、近隣の
公園に出かけていく、近くの園の園庭に遊びに行く、あるいは、小さ
な園庭であっても、そこで息づいている自然を見つけ出してみるなど、
保育士は工夫を凝らしながら、子どもたちが自然環境に触れ、その中
でのびのびと育っていくように図っています。
　なぜ、子どもの育ちには「自然環境」が必要なのか。それは、「自
然」こそが、生命のめぐりを示してくれるからであり、時には人間の
思い通りにならない限りなく大きな存在があることを知るからだとい
われています。
　自然はまた、寒い・暑いといった温感はもちろん、見る、聞く、嗅
ぐ、味わう、触わる…など、人間の五感をフルに感じさせてくれます。
五感の働きの豊かさは、物事が深くわかるときの原点を豊かにして
くれ、さらに多少の刺激の変化にも耐えられる耐性も育って、「何が
あっても大丈夫 !」といえるようなたくましい子どもに育っていくの
です。
　ただし、子どもが思いっきり遊ぶとき、どうしても避けられないの
がケガです。転んだりぶつかったり、そのたびに子どもは多少痛い思
いもするでしょう。もちろん、保育園は、重大な事故につながらない
よう細心の注意を払い、安心安全な環境を保つ努力は欠かしません。
小さなケガを乗り越え、身のこなしを自らの身体で覚えつつ、健やか
に成長していく子どもたちの育ちを応援しています。

自わ～ん　みんな
ごめんね～

あーあ、砂が
入っちゃった！

でも…
安心して外遊びが
できるのは
いいですよね

すでにほぼ自然の
遊び場を知らない
　　　　↓　

世田先生！
お水もっと
いれて！

　OK！
ホース持って
くる！

泣かない…
強いわ

こっちは
見てます
　　！

うわー！
ダイナミック！
楽しそう！

大胆に遊べる
園庭や公園って、
子どもの最後の
とりでなのかな
…

あら～
いいこと
言うわね～
園舎の中も
見ていく？

そう、昔は自然の遊び場があちこちに
あったけど、今は限られているものね

そこでケガをしたりドロンコになる
経験をして、「何があっても大丈夫！」
って思える強い人間が育ってたの

保育環境・園庭＆公園
戸外で、ダイナミックに遊びます4

盛況終了

https://tayori.com/f/20240222


2020年9月15日 
7～10時 

場所 
〒123ー4567 東京都○○区○○○町1－1 
www.example.com

せたがやのほいく 
けんきゅうかい

『せたがやのちいきこうりゅう』

2023.09.28.木 16:00-17:30

たたでさえ人手が足りなくて忙しいのに 
地域とかかずらわってるヒマなんてない！ 
っていうか、そもそも地域交流って何のため? 
今回は地域交流の理由と手法の両方を 
『交流』しながら研究しましょう。 

2023.09.28.木曜日16:00-17:30 
上馬地区会館 第2会議室  
世田谷区上馬4-10-17 
参加費2,000円 

↓ご参加お申し込み(先着10名)↓ 
https://tayori.com/f/20230928 

せたがやのほいくけんきゅうかい 小嶋泰輔 (さくらしんまち保育園)

3534

育園は、保育園に通う子どもたちだけの場？　いえいえ、
違います。これまでもこれからも、保育園は、地域で育
つ子どもたちの真ん中にあって、園児の育ちも地域の子

どもたちの育ちもしっかり見守っていくところです。そして、その保
育園に集う大人たちが、保育園を出会いの場として互いに知り合い、
地域でつながりあっていってこそ、その地域全体で子どもたちが多く
の大人たちとの触れ合いながら健やかに育っていくことができます。
　保育園ではさまざまな取り組みを展開しています。園庭開放や子育
て相談会などで、広く地域での子育てを応援する取り組みもしていま
す。そして、園の職員（保育士、看護師など）は、園内の子どもたち
だけではなく、地域の子どもたちの状況にも関心を常に持ち、必要に
応じて専門機関と連携をとりながら見守るなどすることもあります。
　また、園によっては、保育を見学する「保育参観」だけではなく、
保護者が保育士と共に子どもたちを保育する「保育参加」の取り組み
を実施している園も多くあります。外から見ているだけではなかなか
わからない、保育の実際を体感する絶好の機会です。その経験をきっ
かけに、我が子の見方、保育園へのイメージがガラリと変わる保護者
も少なくありません。

※ 誕生会に園児のみならず地域のお子さんもその誕生月に招待している園や、運
動会などで飛び入り歓迎の競技も設けている園もあります。その園の状況にもよ
りますので、詳細はお問い合わせください。

保えーっと、あっ
あれは、
男性保育士かな？

話をそらしましたね？
園児のパパです
「保育参加」して
もらってるんです

園では、いろんな子育て支援、
地域支援をやってて、
そのひとつですね

ぼくだって
してるじゃん！
抱っこ代わるよ！

ええ、
まあ普通に

いや、仕事が忙しくて
めったには…。でも、
ここだと子育ての
技を生で学べるから

でも、歴史的に、
子育ては母親の
仕事ですよね？

えっ？
まじで !?

ははは、
まじで…

勉強家ですね
じゃあ、家でも
子育てしてるん
ですね？

そうか～

よく来るん
ですか？

ふふふ…
また遊びに
来てもいい
ですか？

どうぞ～

保育園は
生活と遊びの

中で
学ぶ場所
♪

子育て支援・地域支援
地域の子育て支援拠点を目指しています14

盛況終了



2020年9月15日 
7～10時 

場所 
〒123ー4567 東京都○○区○○○町1－1 
www.example.com

せたがやのほいく 
けんきゅうかい

『せたがやのほいくし』

2023.07.31.月 16:00-17:30

それでも辞めていく世田谷の保育士たち… 
色んな理由があるのでしょう。 
色んな課題もあるのでしょう。 
今を生きる先生方の在り方について 
少し立ち止まって振り返るひとときです。 

2023.07.31.月曜日16:00-17:30 
上馬地区会館 第1会議室  
世田谷区上馬4-10-17 
参加費2,000円 

↓ご参加お申し込み(先着12名)↓ 
https://tayori.com/f/20230731 

せたがやのほいくけんきゅうかい 小嶋泰輔 (さくらしんまち保育園)

盛況終了



2020年9月15日 
7～10時 

場所 
〒123ー4567 東京都○○区○○○町1－1 
www.example.com

せたがやのほいく 
けんきゅうかい

『せたがやのコロナ』

2020.11.26.木 17:45-19:15

今年もあと1ヶ月と少しです。 
いやはや、とんでもない年でした。 
しかしコロナ禍はまだまだ続くでしょう。 
ここで一旦振り返って、整理してみませんか。 
きっと来年のコロナ対策や行事の在り方が見えてきます。 

2020.11.26.木曜日17:45-19:15 
上馬地区会館 第3+第4会議室  
世田谷区上馬4-10-17 
参加費2,000円 
※参加者主体の自主研修会です。 
　検温とマスク、体調管理をお願いします。 

↓ご参加お申し込み(先着24名)↓ 
https://tayori.com/f/20201126 

せたがやのほいくけんきゅうかい 小嶋泰輔 (さくらしんまち保育園)

盛況終了

https://tayori.com/f/202011268


2020年9月15日 
7～10時 

場所 
〒123ー4567 東京都○○区○○○町1－1 
www.example.com

せたがやのほいく 
けんきゅうかい

『せたがやのかんさ』

2020.10.28.水 17:30-19:00

子ども達はおばけや鬼を怖がります。 
怖いのは得体が知れないから。 
それは監査も同じ。 
今回はみんなで『せたがやのかんさ』をけんきゅうしましょう。 
正体がわかれば少しは怖くなくなるかもしれません。 

2020.10.28.水曜日17:30-19:00 
上馬地区会館 第4会議室  
世田谷区上馬4-10-17 
参加費2,000円 
※参加者主体の自主研修会です。 
　検温とマスク、体調管理をお願いします。 

↓ご参加お申し込み(先着20名)↓ 
https://tayori.com/f/20201028 

せたがやのほいくけんきゅうかい org.小嶋泰輔 (さくらしんまち保育園)

3130

護者のみなさんの勤務時間が 9：00～ 17：00の場合、
通勤時間などを含むと、子どもたちはそれ以上に長い時
間を保育園で過ごします。すると、その子どもたちの保

育園生活を担っている保育者が必要とされる時間はもっと長くなりま
す。また、土曜日に勤務がある方のための土曜保育や休日保育を担う
こともあります。保育士は誰しも子どもたちの日々の絶え間ない成長
を見守りますし、子どもたちがおかれた家庭や社会的背景の状況を判
断して、深い愛情をもって身を粉にして接する時もあるでしょう。そ
のため時には疲労の蓄積もあります。
　そのような保育士が、子どもたちの前で穏やかな笑顔でいるために
は、どうしても、日常的休息や必要な生活が保障されるだけの処遇が
必要です。また、リフレッシュする時間も必要でしょう。
　そして、前項でお伝えしたように、保育士は常に学び続ける存在で
す。その学びの時間も保障されてこそ、保育士は着実な力をつけてい
くことができます。十分な休息や処遇が考えられてこそ、子どもたち
に対して専門職としての保育士の取り組みが実践されていくのです。

保
今日は

ありがとう
ございました

　物的環境
　（園庭・室内の
　施設や設備）

人的環境
（園長、保育士、看護師
栄養士等）

第三者評価
機関の人たち
ですね

誰？

園が物的環境、人的環境の両面で
きちんと運営されているか、外部の人に
チェックしてもらってるんです

園長、ナイス
フォロー…

本領発揮
してますね…

保育士自身も、子どもをとりまく環境。
そして、物的環境を整えるのも保育士。
その保育士の労働環境が劣悪だったら…

まさか
保育が
荒れて…

子どもに
しわ寄せ
　が…？

同じ労働者としてそこは
共感できます！
リフレッシュタイム
や適正な給与が保障
されてこそ、
仕事に集中できるん
ですよね！

でも、わかってくれたら嬉しい！ 
保育士が本領を発揮するために
全保育士に健全な労働環境を！

…えーと、こちら、
ベテランの熱血主任、
「51」歳です

運営体制
運営・経営責任者は、
スタッフの労働環境にも配慮しています

12

盛況終了

https://tayori.com/f/20201028

